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㊥サンフランシスコ桜祭り㊥に向け練習、練習

　十日町市伝統文化音楽芸能協議会（半問正代表）の一行が、　「サンフラ

ンシスコ桜祭り」での公演に向けて練習に励んでいます。サンフランシス

コ桜祭りは北カルフォルニア最大の日系・日本人のまつりで毎年4月に開

かれ、今年21回目を迎えます。毎年、日本各地から参加していますが、今

年は「十日町の皆さんから」との声がかかり実現しました。

　一行は十日町大太鼓雪花会、赤倉神楽保存会、新保広大寺節保存会、十

日町民謡協会、十日町舞踊協会、十日町大太鼓あすなろ会の6団体、大人、

子ども、あわせて50人です。今月21日成田空港発、27日同着。22日、23日

とステージ公演、24日は大パレードに参加することになっています。

　民間団体の日米文化交流、また最近の日米貿易摩擦緩和の一役も担いな

がら、郷土の芸能、さらには日本の芸能を披露してきます。



決まりました。昭和63年度予算

　これから1年間（4月から来年3月まで）のわたし

たち5万市民の台所＝昭和63年度の予算が、3月に開
5、4

かれた市議会第1回定例会で審議され、決まりました。

　一般会計116億2，000万円、特別会計65億3，329万円、

合わせて181億5，329万円です。この予算のあらましを

2㌻から5愛にわたってお知らせします。
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左
下
の
表
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
当
初
予
算
の
規
模
で
す
。

　
一
般
会
計
は
一
一
六
億
二
、
O
O
O

万
円
（
昨
年
度
当
初
に
比
べ
て
四
億
一
、

三
〇
〇
万
円
の
三
・
七
％
増
）
、
特
別

会
計
の
総
額
は
六
五
億
三
、
三
二
九
万

円
（
二
億
八
、
〇
一
〇
万
円
の
四
・
五

％
増
）
、
合
わ
せ
て
一
八
一
億
五
、
三

二
九
万
円
（
六
億
九
、
三
一
〇
万
円
の

四
・
O
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
普
通
の
入
っ
て
く
る

お
金
「
歳
入
」
と
出
る
お
金
「
歳
出
」
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を
経
理
す
る
会
計
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
特
別
会
計
は
、
特
別
に
経
理
す
る
会

計
で
国
民
健
康
保
険
や
簡
易
水
道
な
ど

七
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

財
政
健
全
化
の
二
年
度
目
と
し
て
市
債

（
市
の
借
金
）
を
抑
え
た
中
で
、
①
古
同

齢
化
社
会
に
対
す
る
福
祉
対
策
②
農
村

地
域
の
基
盤
整
備
③
生
活
関
連
道
路
の

整
備
④
克
雪
・
利
雪
対
策
⑤
教
育
施
設

の
整
備
⑥
県
の
指
定
を
受
け
た
リ
ゾ
ー

ト
構
想
－
等
を
進
め
る
た
め
、
予
算

昭和63年度一般・特別会計の規模

　　　　　　　　　　　　　単位1万円

の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま

し
た
。

　
特
別
会
計
の
う
ち
、
簡
易
水
道
と
農

業
集
落
排
水
事
業
は
事
業
量
の
増
加
に

よ
り
、
駐
車
場
は
償
還
の
開
始
に
よ
り
、

昨
年
度
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
増
え
た
も
の

で
す
。
ま
た
下
水
道
事
業
は
、
今
年
度

で
第
二
期
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と

に
よ
る
事
業
量
の
減
少
に
よ
り
、
昨
年

度
に
比
べ
減
っ
た
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
次
の
一
曇
，
か

ら
五
バ
，
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

会　　計　　別 63年度予算額 62年度予算額 紳　　率

一　般　会　計 116億2，000 112億　700
　　％
3．7

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険 22億3，917 21億3，642 4．8

簡　易　水　道 6億8，310 5億8，6圭8 16．5

診　　療　　所 660 709 △　6．9

下水道事業 12億　400 13億4，700 △10．6

老　人　保　健 19億8，504 19億5，570 1．5

農業集落排水事業 3億6，917 1億9，341 90．9

駐　　車　　場 4，62i 2，739 68．7

計 65億3，329 62億5，319 4．5

合　　　計 181億5，329 174億6，019 4．0
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（63年2月末人口47，609人で計算）昭和63年度一般会計
単位：万円

項　　　　　目 予算額 伸　　率
、市民1火
当たl／ 項　　　　　目 予算額 伸　　率

市民1人
当たり

①市　　　　　　　税 34億3，889 6．3　％ 72，232円 ①議　　　会　　　費 ！億3，431 　　％△　3．3 　円2，821

②地　方　譲　与　税 1億2，03Q 4．！ 2，527
②総　　　務　　　費 14億3，739 9．6 30，！92

③利子割交付金 3，eoO 皆増 630
③民　　　生　　　費 20億！，708 2．8 42，368

④娯楽施設利綱税交付金 1，600 △15．8 336

④衛　　　生　　　費 6億7，001 6．1 14，073
⑤自動車取得税交付金 7，260 3．0 1，525

⑥地　方　交　付　税 35億4，770 1．5 74，5ま7 ⑤労　　　働　　　費 9，478 0．3 ！，991

⑦交通安全対策特別交付金 650 30．0 137
⑥農林水産業費 5億3，506 △14．！ ll，239

⑧分担金及び負担金 2億　445 9．5 4，294

⑦商　　　工　　　費 7億8，952 13．9 王6，583

⑨使用料及び手数料 1億1，874 2，494

⑧土　　　木　　　費 21億3，764 12．7 44，900

⑩国　庫　支　出　金 ！1億4，834 6．7 24，！20

⑪県　　支　　出　　金 6億　29 △11．5 12，609 ⑨消　　　防　　　費 3億5，140 5．9 7，381

⑫財　　産　　収　　入 3，930 △4三，0 826 ⑩教　　　育　　　費 17億6，667 5．4 37，108

⑬寄　　　付　　　金 1，278 △85．8 269
⑪災　害　復　　旧　費 ！億5，32！ △28．0 3，2！8

⑭繰　　　入　　　金 4億2，000 211．1 8，822

⑫公　　　債　　　費 ！5億2，793 △6．2 32，093

⑮繰　　　越　　　金 5，000 Q．0 生，050

◎諸　　支　　出　　金⑯諸　　　収　　　入 10億2，151 △　1．9 21，456

⑰市　　　　　　　債 7億7，260 △　6，0 16，228 ⑭予　　　備　　　費 500 0．0 105

歳　　入　　合　　計 n6億2，000 3．7 244，072 歳　　出　　合　　計 1！6億2，000 3．7 244，072

歳
入
は
地
万
交
付
税
、
市
税
、
国
庫
支
出
金
の
順
で
す

歳
出
は
士
木
費
、
民
生
費
、
教
育
費
の
順
で
す

　
上
の
表
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳

出
の
項
目
ご
と
の
予
算
で
す
。
こ
れ
を

一
人
当
た
り
に
す
る
と
い
く
ら
に
な
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
一
人
当
た
り

（
二
月
末
住
民
基
本
台
帳
人
口
で
割
っ

た
金
額
）
の
予
算
も
入
れ
ま
し
た
。
ま

た
左
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
入
・
歳
出
を
割

り
合
い
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
予
算
一
一
六
億
二
、
○
○

○
万
円
の
お
金
は
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て

き
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
か
、

表
と
円
グ
ラ
フ
で
見
て
く
だ
さ
い
。

歳

入

　
左
の
円
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
ト
ッ
プ

は
地
方
交
付
税
で
三
〇
・
五
％
、
次
い

で
市
税
二
九
・
六
％
、
国
庫
支
出
金
九
・

九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
順
番
は

昨
年
度
と
同
じ
で
す
が
、
地
方
交
付
税

と
市
税
で
六
〇
・
一
％
を
占
め
て
い
ま

す
。　

主
な
項
目
を
上
の
表
で
見
ま
す
と
、

昨
年
度
に
比
べ
て
増
と
な
っ
た
も
の
は

①
市
税
が
法
人
税
の
伸
び
を
中
心
に
見

込
み
六
・
三
％
増
②
国
庫
支
出
金
が
福

祉
関
係
の
措
置
費
や
都
市
計
画
事
業
、

学
校
建
築
な
ど
に
よ
り
六
・
七
％
増
③

繰
入
金
が
学
校
建
築
や
簡
易
水
道
事
業

に
よ
り
大
幅
な
二
一
一
・
一
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
反
対
に
減
と
な
っ
た
も
の
は
①
県
支

出
金
が
地
域
農
業
拠
点
整
備
事
業
が
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
一
一
・
五
％
減
②

寄
付
金
が
八
五
・
八
％
減
。
こ
れ
は
皆

さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
た
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
の
寄
付
金
減
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
③
市
債
に
つ
い

て
は
健
全
財
政
を
よ
り
進
め
る
た
め
に

六
・
○
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

歳

出

　
左
の
円
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
昨
年
度

ト
ッ
プ
だ
っ
た
民
生
費
に
か
わ
り
、
土

木
費
が
一
八
・
四
％
と
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
三
番
目
の
教
育
費
か
ら
は

昨
年
度
と
同
じ
順
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
次
の
四
バ
，
、
五
パ
，
で

項
目
ご
と
に
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

昭和63年度一般会計
　　　　歳入・歳出予算の構成比

諸収入　8．8％

市　債6．7％

県支出金5．2％

繰入金3．6％

分担金・負担金
　　！．8％

地方譲与税
　　1．0％

使用料・手数料
　　！．O％

その他
　　　1．9％

　　　地方交付税「

　　　　　3Q．5％
歳　入

116億
2，000万円

布　　税

29．6％

金出
％

支
9

庫
9

国

商工費　6．8％

衛生費　5．8％

農林水産業費　4．6％

消防費　3．O％

災害復旧費

　　1．3％

議会費

　　！．2％

労働費

　　0．8％

予備費

　　O．0％

費
％

木
薄

圭
鰺

民生費

17．4％

歳出￥
116億
2，000万円

総務費

i2．4％

教育費
欝．2％

公債費

韮3．韮％

昭和63年4月10日3とおガ夢3



一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
万
4
、
0
7
2
円
で
す

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
入
・
歳
出
の

予
算
は
三
外
，
の
上
の
表
で
見
た
と
お
り

で
す
。

　
市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金

「
歳
出
」
の
多
い
順
番
は
、
道
路
や
公

園
の
整
備
、
克
雪
都
市
づ
く
り
な
ど
に

使
わ
れ
る
土
木
費
が
ト
ッ
プ
で
四
万
四
、

九
〇
〇
円
、
次
い
で
、
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ

る
民
生
費
で
四
万
二
、
三
六
八
円
、
教

育
費
、
公
債
費
、
総
務
費
と
つ
づ
き
ま

す
。
合
わ
せ
る
と
二
四
万
四
、
〇
七
二

円
に
な
り
ま
す
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

ど
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
る
か
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計のおもな事業（単位、万円）

総　務　費

・旧十日町消防署取り壊し整地事業……700

・路面表示工事ほか………………・…・・…790

・特別豪雪地帯集落防雪体制整備事業2，127

・家屋周辺等雪処理対策事業……………300

・克雪住宅モデル地区整備事業…………500

・地域集会施設助成事業補助金・・………・140

・リゾート促進経費……………・…・・……664

市民1人に使われるお金
　歳出総額＝1人当たり244，072円

民　生　費
・デイ・サービス事業（リフトバス購入）

　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　840

・特養ホーム（三好園）施設整備費補助3，570

・吉田保育園改築事業・………………・・6，522

・老人家庭奉仕員派遣事業・……………・・690

・デイ・サービス事業…・……………・・1，459

・重度心身障害者医療費助成事業……1，464

・在宅障害者デイ・サービス事業………602

・民間社会福祉施設整備費償還金補助…563

・へき地保育所運営事業…………・1億　129

・民間保育所人件費補助金・……・・………987

・生活保護費…………・……・……・・2億7，643

・広域シルバー人材センター助成事業3，467

・特養ホーム（三好園）償還金補助……993

衛　生　費
・診療所施設設備資金預託（地域医療対策）

　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・…　一・・・…　　5，782
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劉
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　駈　亀し　巳亀

農林水産業費
　11，239円

総　務　費

30，192円

》‘く

　レ

民　生　費

42，368円

O

そ　の　他

15，516円
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灘
務
難

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
進
め
ま
す

　
今
年
を
リ
ゾ
ー
ト
元
年
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
県
の
指
定
を
受
け
た
リ
ゾ

ー
ト
構
想
に
対
す
る
国
の
承
認
を
受
け

る
た
め
、
ま
た
開
発
計
画
を
進
め
る
た

め
に
四
月
一
日
付
で
「
地
域
開
発
室
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
同
室

で
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
関
す
る
作
業
を
進

め
ま
す
。

　
克
雪
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
は
克
雪

住
宅
モ
デ
ル
地
区
整
備
事
業
等
、
地
域

ぐ
る
み
の
屋
根
雪
処
理
対
策
を
今
年
度

も
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
と
し

て
進
め
て
い
る
地
域
集
会
施
設
に
対
す

る
補
助
・
融
資
制
度
で
、
今
年
度
は
新

保
地
区
が
集
会
所
を
建
設
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て

路
面
表
示
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
を
設

置
し
ま
す
。

羅
　
螢
　
難

　
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

　
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
皆
さ
ん
、

ま
た
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
き
め
細
か
な
各
種
の
事
業
を
進
め
ま

鍵
爆
、
、

驚

す
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

の
開
園
に
と
も
な
い
、
園
周
辺
の
環
境

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
入
浴
や
日

常
動
作
訓
練
な
ど
の
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
始
め
る
た
め
に
リ
フ
ト
バ
ス
を

購
入
し
ま
す
。

ま
た
、
吉
田
保
育
園
を
改
築
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
－
1
」

　
　
　
、
㌘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
，
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

鳶
黙
，
慧

墾
乏譲．

馨’

獄一筆、

騰

鍵
欝
　
瀞
馨
欝
礁

；
1　お年寄りの皆さん、頑張っています
1
L　＿　一一＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿＿　＿　＿　＿　＿＿　＿　＿＿＿＿＿＿＿　＿　＿　＿　＿
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灘
　
難
　
籔

　
地
域
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す

　
毎
日
を
幸
わ
せ
に
生
活
す
る
に
は
健

康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医

療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
度

も
診
療
所
（
開
業
医
）
の
施
設
整
備
の

た
め
の
貸
付
制
度
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
健
康
診
査
事
業
や
人
間

ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
進
め
、
成
人
病
予

防
や
母
子
の
健
康
確
保
、
老
人
保
健
対

策
な
ど
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。叢

灘
難
獲
雛
獲

　
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す

　
減
反
政
策
が
強
化
さ
れ
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
る
こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
、

生
産
基
盤
の
整
備
が
重
要
と
考
え
、
吉

　
　
　
　
　
　
ほ
じ
ょ
う

田
南
部
地
区
の
圃
場
整
備
を
進
め
る
た

め
の
調
査
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
広

域
農
道
整
備
の
着
工
初
年
度
と
し
ま
し

た
。
ま
た
市
単
独
の
土
地
改
良
事
業
の

補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は

水
田
農
業
確
立
対
策
を
進
め
な
が
ら
生

産
性
の
高
い
農
業
基
盤
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、
新
林
業
構
造
改
善

事
業
で
森
林
組
合
の
山
菜
加
工
場
の
施

設
整
備
の
ほ
か
、
林
道
鍬
柄
沢
線
の
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

灘
　
鍵
　
難

　
観
光
、
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す

　
昨
年
度
ま
で
幹
線
道
路
沿
い
に
大
型

の
観
光
案
内
看
板
を
立
て
て
P
R
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
外
来
者
の
皆
さ
ん

に
よ
り
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
、
目

的
地
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
案
内
看
板

を
各
所
に
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
美
佐
島
地
区
の
開
発
と
し
て

大
池
周
辺
に
ト
イ
レ
や
ベ
ン
チ
を
設
け
、

憩
い
の
場
や
釣
り
場
と
し
て
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
場
産
業
や
中
小
企
業

の
経
営
の
安
定
と
近
代
化
を
図
る
た
め

に
各
種
の
助
成
・
融
資
制
度
を
行
い
ま

す
。

籔
　
灘
　
難

　
道
路
と
克
雪
を
重
点
に
し
ま
す

　
生
活
に
密
着
し
た
道
路
整
備
と
克
雪

都
市
づ
く
り
を
重
点
に
進
め
ま
す
。
道

路
整
備
で
は
、
継
続
・
新
規
事
業
を
合

わ
せ
て
二
十
五
路
線
の
改
良
舗
装
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
克
雪
都
市
づ
く
り

で
は
、
流
雪
溝
整
備
で
新
た
に
本
町
西

線
ほ
か
三
路
線
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た

消
雪
パ
イ
プ
整
備
が
二
地
区
（
城
之
古
、

北
鐙
坂
）
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
公
園
整
備
で
は
、
花
と
緑
の
都
市
モ

　
　
　
ヨ

デ
ル
地
区
整
備
事
業
の
最
終
年
度
と
し

て
ク
ロ
ス
m
前
に
き
も
の
広
場
が
、
ま

た
緑
道
事
業
で
は
水
の
広
場
が
造
ら
れ

ま
す
。
総
合
公
園
は
昨
年
度
に
続
い
て

灘
鎌
嚢

譲

一
　
き
も
の
広
場
、
み
ん
な
の
広
場
　
一

㎜
　
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

h
ー
ー
監
　
i
I
I
ー
ー
I
l
I
I
ー
量
1
ー
ー
1
－
1
ー
ー
」

進
入
路
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
新
た
に
、
北
越
北
線
の

開
通
に
対
応
す
べ
く
、
十
日
町
駅
西
側

開
発
と
周
辺
整
備
の
調
査
に
着
手
し
ま

す
。

鐵
懸
蒙

　
鐙
島
小
、
水
沢
中
を
改
築
し
ま
す

　
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
年
次

計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
鐙

島
小
学
校
（
校
舎
・
給
食
室
建
設
）
と

水
沢
中
学
校
（
校
舎
建
設
）
を
改
築
し

ま
す
。
水
沢
中
学
校
の
改
築
は
六
十
四

年
度
ま
で
の
二
ヵ
年
に
わ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
三
年
目
を
迎
え
た
市
史
編
さ
ん

事
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
貴
重
な
歴

史
的
遺
産
の
資
料
調
査
、
市
史
リ
ポ
ー

ト
と
お
か
ま
ち
（
第
二
集
）
の
発
刊
な

ど
、
六
十
九
年
度
の
完
成
を
目
ざ
し
て

作
業
を
進
め
ま
す
。

農林水産業費

・新潟県農林水産業総合振興事業………gg1

・農村地域定住促進対策事業…………4，023

・市単土地改良事業補助…………・……・・800

・老朽ため池等整備事業補助・・…………・424

・団体営農道整備事業・………………・・2，861

・県営農免農道整備事業負担金………1，6お

・農村総合整備モデル事業…・………・6，502

・森林総合整備事業（新植・保育）………732

・林道開設事業・………………・・………2ヲ502

・特用林産物加工施設整備事業一…・2，707

・森林総合利用促進事業………………LOOO

商　工　費

・水沢商工会館建設費補助金ほか………710

・観光案内施設整備事業…………………200

・緊急下請関連倒産防止特別融資預託金

　　　　　　　　　…………・・……・2，572

・工場建設資金貸付事業・……………・・8，600

土　木　費

・急傾斜地崩壊対策事業工事費負担金…1，180

・道路修繕事業（本町西線ほか2路線）…2，660

・道路改良事業（新光寺北原線ほか13路線）

　　　　　　　　　…・…………　3イ意2，780

・道路舗装事業（高山太子堂線ほか4路線）

　　　　　　　　　・∵…………・・…・3ラ700

・改良・舗装に伴う調査設計・事務費　3，158

・市道舗装用原材料支給事業・………・・1，500

・国県道工事費負担金……………・…・・4，500

・流雪溝整備事業（本町西線ほか6路線）7，600

・消雪パイプ整備事業（高山・城之古線ほか

　1路線）………・・………・……………3，700

・十日町駅西側整備事業……・…………・・450

・河川改修事業（かち沢川ほか1河川）…680

・街路整備事業（新座線ほか2路線）　1億4，728

・都市公園整備事業（総合公園ほか1ヵ所）

　　　　　　　　　………………　1イ意4，487

・花と緑の都市モデル地区整備事業……8，643

・公園整備単独事業（あじさい公園ほか）

　　　　　　　　　……●……’……●12120

教　育　費

・野中小学校プールろ過装置新設工事ほか

　　　　　　　　　・。・・・・・・・・・・・・・・・・…　　2，510

・鐙島小学校建設事業……………2億2，418

・南中学校屋体屋根塗装工事ほか………900

・水沢中学校建設事業……………2億5，166

・市民会館ホール舞台設備整備工事ほか

　　　　　　　　　・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　558

・鐙島小学校給食室改築事業…………1，769

・南中学校給食食品庫改修工事ほか……800

・成人教育事業・………………・………・…286

・圃場整備地内遺跡発堀調査事業………900

・市史編さん事業●…………●……●……3，000
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市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
　
「
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会

計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
」

「
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
議
案
三
十

件
、
請
願
五
件
、
陳
情
一
件
、
意
見
書
一
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
八
人
の
議
員
が
立
ち
、
リ
ゾ
ー
ト

問
題
、
教
育
問
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ロ

　
コ

　
　

つ
ロ
ロ
ヨ

旧
司
一

隔
市
」

　
『

　
一

　
い

費］「
ー
1
」

「
1
．
1
」

一
几
又
一

騨
血
π
騙

「
1
1
」

「
1
．
ー
」

皿
二

「
ー
、
」

庭野　重信

1．市政一般について

大島　広栄

1．国保問題について

2．農業間題について

3．除雪費地元負担にっいて

大島　昭三

1．リゾート開発推進について

2．直間比率の見直しに伴う新大型間接税

　　の当市に与える影響について

斎木　正義

1．昭和63年度予算について

2．ふるさとづくり特別対策事業について

3．道路問題について

半間　　正

1．市政一般にっいて

大島　清松

1．市政一般について

2．リゾート問題にっいて

3．保育行政について

渡辺　春吉

1．第40回雪まつりを来年に控えて

2．民間人ゲストによる教育時問の導入に

　　ついて

佐藤　利雄

1．防災について

2．リゾートの計画について

6

L狂

昭
和
6
3
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
を
可
決

、
離
蓼
縫
翫

叢叢麗

鞘

丸山市長が63年度予算案、市政運営方針を説明

　
条
例
関
係

　
　
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
■
職
員
の
休
日
・
休
暇
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…
職

員
の
研
修
期
間
を
職
務
専
念
義

務
免
除
扱
い
と
し
ま
す
。
　
（
三

月
二
十
八
日
か
ら
実
施
）

　
■
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部

改
正
…
…
電
柱
な
ど
の
道
路
占

用
料
を
平
均
一
二
％
引
き
上
げ

ま
す
。
（
四
月
一
日
か
ら
実
施
）

　
■
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う

費
用
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
…

…
利
用
者
負
担
額
の
区
分
を
改

め
ま
す
。
　
（
四
月
一
日
か
ら
実

施
）　

■
老
人
い
こ
い
の
家
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　岬　　　　　　　　騨　　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　薗　　　　　　曹　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　騨　　一　網　一　一騨一

部
改
正
…
…
使
用
料
を
引
き
上

げ
ま
す
。
　
（
四
月
一
日
か
ら
実

施
）　

■
公
衆
便
所
設
置
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
…
…
高
田
町
三
丁

目
東
に
あ
る
公
衆
便
所
を
廃
止

し
ま
す
。
　
（
四
月
一
日
か
ら
実

施
）

　
予
算
関
係

　
　
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
■
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
…
…
①
義
務
教
育

施
設
整
備
資
金
積
立
金
、
繰
上

償
還
金
な
ど
二
億
三
、
七
二
二

万
二
、
○
○
○
円
を
増
額
し
ま

し
た
。
②
減
債
基
金
積
立
金
な

ど
一
億
二
、
四
四
六
万
九
、
○

○
○
円
を
増
額
し
、
予
算
現
額

を
一
二
三
億
七
、
○
八
五
万
五
、

○
○
○
円
と
し
ま
し
た
。

　
■
昭
和
六
十
二
年
度
各
特
別

会
計
補
正
予
算
…
…
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▽
国
民
健
康
保
険
－
給
付

準
備
基
金
積
立
金
な
ど
二
、

九
八
七
万
二
、
○
○
○
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

▽
簡
易
水
道
1
①
工
事
費

の
確
定
な
ど
に
よ
り
六
、
〇

四
三
万
二
、
○
○
○
円
を
減

額
し
ま
し
た
。
②
建
設
改
良

費
に
お
い
て
地
方
債
を
三
七

〇
万
円
増
額
し
、
繰
入
金
を

同
額
減
額
し
ま
し
た
。

▽
診
療
所
－
嘱
託
医
師
の

退
職
な
ど
に
よ
り
三
〇
五
万

七
、
○
○
○
円
を
減
額
し
ま

し
た
。

▽
下
水
道
事
業
－
排
水
設

備
等
設
置
資
金
預
託
金
な
ど

三
、
一
五
六
万
二
、
○
○
○

を
減
額
し
ま
し
た
。

▽
老
人
保
健
－
医
療
給
付

費
な
ど
四
、
二
一
六
万
三
、

○
○
○
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

▽
農
業
集
落
排
水
事
業
ー

　
　
水
道
管
等
移
設
補
償
料
な
ど

　
　
三
四
七
万
五
、
○
○
○
円
を

　
　
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
▽
駐
車
場
－
施
設
管
理
費

　
　
を
一
一
三
万
六
、
○
○
○
円

　
　
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
■
昭
和
六
十
二
年
度
水
道
事

　
業
会
計
補
正
予
算
…
…
収
益
的

　
収
入
に
お
い
て
受
託
工
事
収
益
曜

　
な
ど
五
〇
二
万
七
、
○
O
O
円

　
を
減
額
、
同
支
出
で
動
力
費
な

　
ど
二
、
七
〇
六
万
一
、
○
○
○

　
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
資
本
的
収
入
に
お
い

　
て
企
業
債
な
ど
三
、
七
九
八
万

　
九
、
○
○
○
円
を
減
額
、
同
支

　
出
で
施
設
改
良
工
事
費
な
ど
五
、

　
五
二
六
万
二
、
○
○
○
円
を
減

　
額
し
ま
し
た
。

　
　
■
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会

　
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
…

　
…
ニ
パ
，
か
ら
五
パ
，
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。
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リゾートを進めるため

　「地域開発室」を新設

4月1日付で、十日町市（異動

規模99人）、十日町市川西町衛生

施設組合（2人）、十日町地域広

域事務組合（25人）の人事異動を

行いました。

今回は、リゾート構想を積極的

に進めるために企業立地課を統合

した「地域開発室」を新設しまし

た。場所は市役所2階東側です。

課長補佐級以上の異動をお知ら

せします。　（　）内は異動前の職

名です。

　【特別職】〉助役・地域開発室長＝近

藤哲雄（助役）

　【部長級】〉総務課参事（特別養護老

人ホーム三好園へ派遣）二佐藤一男（特

別養護老人ホーム設立準備室長）

　【課長級】〉学校教育課長＝田村晃

（学校教育課指導管理主事）〉学校教育

課指導管理主事二古田島吉輝（津南町立

大赤沢小学校長）〉中央学校給食共同調

理場参事・場長二玉田衛（中央学校給食

共同調理場長）

　【課長補佐級】レ市民課長補佐・市民

係長二上村泰司（企画財政課副参事・管

財係長）〉下水道課長補佐・管理係長二

池田庄平（農林課副参事・農地開発係長）

〉地域開発室長補佐・企業立地係長＝矢

口辰幸（商工観光課長補佐・商業観光係

長）〉商工観光課長補佐・商業観光係長

二大島貞二（下水道課長補佐・管理係長）

　【退職者　3月31日付】〉佐藤喜代知

（学校教育課長）〉古沢新一（市民課長

補佐・市民係長）〉高橋モト（社会福祉

事務所副参事）〉樋熊秀子（市民課副参

事）〉富井ミチ（水道局副参事）〉斎木

英司（公民館副参事・川治地区公民館長

補佐）〉水落袈娑治（中央学校給食共同

調理場自動車運転手）レ風間一二（南中

学校汽かん員）レ広田芳子（北原保育所

保母）
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そ
　
　
の
　
　
他

　
　
（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

　
■
青
年
学
級
の
開
設
…
…
今

年
度
も
昨
年
度
と
同
じ
く
、
公

民
館
で
青
年
学
級
を
開
設
し
ま

す
。　

■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定
…
…
池
谷
・
珠
川
・

大
石
・
平
・
漉
野
地
区
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　
■
昭
和
六
十
三
年
度
水
道
事

業
会
計
予
算
…
…
収
益
的
収
入

を
六
億
二
、
三
三
八
万
六
、
○

○
○
円
、
同
支
出
を
六
億
五
、

○
八
三
万
一
、
○
○
○
円
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
を
一
億

八
、
〇
四
〇
万
円
、
同
支
出
を

二
億
七
、
七
六
五
万
一
、
○
○

○
円
と
し
ま
し
た
。

■
中
手
部
落
集
会
所
改
築
に

に
つ
い
て
の
年
度
延
長
、
事
業

変
更
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
■
市
民
使
用
地
の
使
用
方
法

の
変
更
…
…
上
原
地
区
等
の
市

民
使
用
地
が
、
今
ま
で
の
使
用

目
的
で
あ
る
薪
炭
林
な
ど
の
利

用
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
た

め
に
杉
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。

　
■
魚
沼
地
区
精
神
薄
弱
児
収

容
施
設
組
合
規
約
の
変
更
…
…

組
合
名
を
「
魚
沼
地
区
障
害
福

祉
組
合
」
に
改
め
ま
す
。

　
■
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

組
合
規
約
の
変
更
…
…
「
加
治

川
水
防
事
務
組
合
」
が
解
散
す

る
こ
と
に
よ
り
規
約
の
一
部
を

変
更
し
ま
す
。

　
■
へ
き
地
指
定
校
の
現
行
級

地
の
維
持
に
関
す
る
意
見
書
…

…
原
案
可
決
（
下
の
段
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

関
す
る
請
願
…
…
採
択

　
■
西
小
学
校
校
地
整
備
に
関

す
る
請
願
…
…
採
択

　
■
へ
き
地
級
地
指
定
校
の
現

行
級
地
の
維
持
に
関
す
る
請
願

…
…
採
択

　
■
十
日
町
実
業
高
等
学
校
に

建
設
工
学
科
新
設
に
つ
い
て
の

請
願
…
…
継
続
審
査

　
臼
名
称
、
形
式
を
問
わ
ず
大

型
間
接
税
導
入
に
反
対
す
る
請

願
…
…
継
続
審
査

市議会では市民生活を守るため、次の「意見書」を

　　　　　　　　議員全員によって可決しました。

へき地指定校の現行級地の維持に関する意見書

文部省は、昨年へき地級地の適正化にむけた「へき地学校の実

態調査」を行い、その結果はまだ公表されていませんが、生活環

境の著しい変化等により、大部分のへき地校が「級地ダウン」に

なることが必至とみられます。

　また同省は1月20日付で「へき地教育振興法施行規則」の一部

改正を通知されたということであり、これは、実態調査の結果に

基づき「つなぎ措置」と称するものの実質的な級地切下げを実施

しようとするもので、16の豪雪へき地校をかかえる当市にとって

も由々しき問題であります。

いうまでもなく、現行のへき地級地手当制度は、へき地教育振

興とへき地に勤務する教職員の生活を保護する視点に立って制度

化されたものです。

　したがって、貴職におかれましては、同制度の主旨を充分にご

理解いただき、下記事項について特段の措置を講ぜられるよう強

く要望いたします。

　　　　　　　　　記
1．へき地教育の振興と教育の機会均等を保障し、へき地に勤務

する教職員の生活と権利を守る立場から、　「へき地級地格付」の

基礎となる基準の抜本改定がはかれる間は、現行基準に基づくr級

地の見直し」は行わないこと。

以上、地方自治法第99条第2項グ）規定により意見書を提出いた
します。

　昭和63年3月24日　＋日町市議会議長樋口熊蔵



　I

脚

鍵

　
撒

　
　
　
灘

　
椰
　
　
織
　
岬

脳

　蝋
駆縦

漁

　鰍
　
　
鱗
，

　

腿
㎜

灘
　
　

　
灘

　
煽

十
数
年
来
の
運
動
か
ら
完
成
し
た
三
好
園

　
寝
た
き
り
老
人
は
も
と
よ
り
、

皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
寝
た
き
り
老

人
七
十
人
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、

在
宅
寝
た
き
り
老
人
を
一
時
世

話
す
る
短
期
保
護
施
設
（
六
人
）

と
昼
間
だ
け
世
話
す
る
デ
ィ
．

サ
ー
ビ
ス
（
二
十
五
人
）
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ニ
階
建
て
で
周
辺
の
ス
ペ
ー

ス
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
す
。

㎜　
脳灘

灘鰍
灘

　
　

獺
　
徽

灘
鞭

灘
鎌

鰍

念願かなってよかったです

　
竣
工
式
は
、
四
月
二
日
ω
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
、
晴
れ
わ

た
っ
た
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
数

の
来
賓
や
関
係
者
が
集
ま
っ
て

工
脚

竣園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂

好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

蕊
娩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
人
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
老
蘇

　
護
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典

　
養
サ

　
罰
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

　
特
テ

　
祝

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
金
子
副
知
事
、
白
川

代
議
士
、
須
藤
、
上
村
両
県
議

な
ど
を
招
き
、
地
元
か
ら
丸
山

市
長
を
は
じ
め
、
市
会
議
員
、

婦
人
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど
関
係

者
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
食
堂
で
行
わ
れ
、
ホ

ー
ム
を
運
営
す
る
㈹
十
日
町
寿

福
祉
会
・
池
田
作
三
理
事
長
の

式
辞
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
が
あ

り
、
建
設
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
後
、
ク
ロ
ス
ー
0
を

会
場
に
祝
賀
会
に
移
っ
て
み
ん

な
で
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　
三
好
園
は
、
総
事
業
費
六
億

千
七
百
二
十
四
万
円
を
投
じ
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
広
大
な
敷
地

で
田
園
風
景
を
背
に
白
い
館
が明るく広々とした居室です

　
ム

鮮
や
か
に
浮
き
出
て
い
ま
す
。

　
要
介
護
老
人
対
策
の
施
設
と

し
て
郡
市
内
で
は
恵
福
園
に
次

い
で
二
番
目
。
冷
暖
房
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
近
代
的
な
設

備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
積
雪
を

考
え
、
居
室
部
分
を
二
階
に
上

げ
床
暖
房
と
し
、
中
央
に
療
母

室
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

吹
き
抜
け
を
囲
む
回
廊
を
設
け

た
の
が
特
色
で
す
。

施
設
の
ご
案
内

o
所
在
地

　
下
条
三
丁
目
四
八
五
番
地
一

〇
敷
地
面
積

　
二
二
、
八
五
八
・
四
三
平
方

　
メ
ー
ト
ル

○
建
築
面
積

　
一
、
七
六
九
・
四
〇
平
方
メ浴室はホテルのような豪華さ

　
ー
ト
ル

o
建
築
延
面
積

　
二
、
六
〇
八
・
六
六
平
方
メ

　
ー
ト
ル

〇
一
階

　
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

　
電
気
・
機
械
室
、
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
室
、
礼
拝
室
、
厨
房
室
、

事
務
室
な
ど

〇
二
階

　
短
期
保
護
室
、
機
能
回
復
訓

　
練
室
、
談
話
室
、
特
別
浴
室
、

　
一
般
浴
室
、
療
母
室
、
医
務

　
室
、
居
室
な
ど

二
甲
二
∫
＝
＝
．
曹
一
～
一
－
一
．
騨
一
一
9
三
一
一
9
．
一
一
三
一
．
二
」
＝
一
一
一
曹
一
～
－
＝
聯
畠
．
」
＝
＝
ロ
．
一
～
…
ロ
ニ
～
三
－
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三好園の竣工にあたって

　＋日町市長丸山尚政

　
　
一
般
公
開
が

　
　
　
盛
況
で
し
た

　
四
月
三
・
四
・
五
日
の
三
日

間
で
市
内
外
か
ら
千
五
百
人
の

見
学
者
が
訪
れ
、
デ
ィ
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
熱
心
に
見

て
回
り
ま
し
た
。

馴
．
顯

介護用品が展示された訓練室

　
れ
た
国
・
県
や
地
域
関
係
者
、

　
の
貴
重
な
資
産
を
提
供
さ
れ
た
地
権
者
各
位
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
副

　
げ
ま
す
。

　
　
ど
う
か
、

　
明
る
く
楽
し
い
施
設
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

¶
．
～
一
三
一
9
～
三
三
～
－
三
層
一
醒
一
三
一
ー
二
」
＝
＝
一
一
一
～
三
一
一
響
～
一
…
臼
一
∫
＝
三
層

　
　
　
　
　
　
9
一
∫
＝
．
＝
甲
一
」
＝
一
＝
9
の
ρ
一
、
二
＝
臨
一
」
＝
＝
一
一
一
」
＝
一
＝
一
一
」
＝
＝
一
一
3
7
一
＝
一
．
・
」
二
－
＝
．
～
一
二
一
＝
9
5
7
＝
＝
．
一
一
一
＝
＝
一
．
一
∫
＝
一
＝
層
－
」
＝
二
一

　
こ
の
た
び
、
多
く
の
高
齢
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
待
一

望
久
し
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
が
で
き
て
誠
｝

に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
産
業
構
造
や
社
会
環
境
の
急
激
な
変
化
は
さ
ま
ざ
ま
へ

な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
当
市
と
し
て
も
足
元
副

に
吹
き
寄
せ
る
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
避
け
て
通
れ
な
｝

い
現
実
で
す
。
地
域
福
祉
、
老
人
福
祉
の
向
上
に
積
極
㌔

的
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
へ

最
適
地
に
高
齢
者
の
願
い
が
実
現
し
、
立
派
な
ホ
ー
ム
紳

が
で
き
上
が
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
｝

　
ま
た
、
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
に
深
い
関
心
を
示
さ
㌔

　
　
　
　
　
　
　
熱
意
あ
る
婦
人
団
体
、
そ
し
て
伝
来
（

こ
の
ホ
ー
ム
が
将
来
ま
す
ま
す
悠
々
自
適
の
場
と
し
て
㌔

　
　
　
　
．
～
＝
＝
甲
．
層
一
三
＝
二
一
一
＝
…
二
～
三
一
一
9
一
一
＝
三
9
一
！
一
一
＝
．
．
」
＝
三
．
冒
～
三
一
一
ρ
～
－
三
一
－
」
＝
三
．
．
～
三
一
一
一
一
一
三
＝
二
」
二
三
ロ
．
∫
＝
＝
一
二
一
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
市
政
功
労
者

　
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
（
市

政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
福

祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
り
、
ま

た
模
範
と
な
る
善
行
を
し
た
個

人
、
団
体
を
対
象
）
に
基
づ
い

て
三
月
三
十
一
日
、
市
役
所
で

次
の
個
人
三
十
二
人
と
二
団
体

の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
＊
自
　
治
＊

小
林
　
辰
雄
さ
ん
（
田
中
町
本
通
り
）

樋
口
　
久
一
さ
ん
（
新
宮
二
）

越
村
　
大
吉
さ
ん
（
新
座
一
）

小
杉
　
清
一
さ
ん
（
桑
原
・
故
人
）

本
田
欣
二
郎
さ
ん
（
袋
町
中
）

服
部
　
　
泰
さ
ん
（
学
校
町
一
）

岩
田
　
三
夫
さ
ん
（
北
　
　
原
）

渡
邉
敏
一
さ
ん
（
吉
田
山
谷
）

数
藤
　
加
吉
さ
ん
（
小
泉
三
）

島
田
　
義
宣
さ
ん
（
北
鐙
坂
一
）

　
＊
教
育
・
文
化
＊

池
田
伊
勢
松
さ
ん
（
焼
　
　
野
）

高
橋
　
正
治
さ
ん
（
袋
町
西
・
故
人
）

　
＊
産
　
業
＊

柳関村中佐福
　口山林藤島

秀
延
さ
ん
（
珠
川
二
）

誠
一
さ
ん
（
小
泉
三
・
故
人
）

善
吉
さ
ん
（
宮
下
町
西
）

忠
保
さ
ん
（
美
雪
町
二
）

忠
平
さ
ん
（
本
町
七
－
一
）

フ
ヨ
さ
ん
（
六
箇
山
谷
）

　
＊
社
会
福
祉
＊

武
田
ツ
ネ
子
さ
ん
（
土
市
二
）

村
山
　
行
作
さ
ん
（
野
　
　
中
）

の
皆
さ
ん

　
＊
保
健
・
体
育
＊

岩
田
寅
二
郎
さ
ん
（
小
泉
一
）

川
井
　
鎌
吉
さ
ん
（
高
田
町
三
南
）

小
林
　
　
繁
さ
ん
（
稲
荷
町
二
）

　
＊
防
　
災
＊

上
村
久
夫
さ
ん
（
土
市
一
）

山
田
　
　
寛
さ
ん
（
泉
　
　
町
）

三
輪
新
一
さ
ん
（
高
田
町
一
）

小
野
塚
清
一
さ
ん
（
本
町
四
）

3月31日、市議会議場にて

根
津
　
榮
保
さ
ん
（
田
中
町
西
）

佐
藤
　
貞
次
さ
ん
（
本
町
六
⊥
二
）

矢
口
　
好
男
さ
ん
（
稲
荷
町
二
）

　
＊
統
　
計
＊

中
林
　
勇
雄
さ
ん
（
田
中
町
本
通
り
）

小
宮
山
慶
一
さ
ん
（
太
子
堂
）

　
＊
寄
　
付
＊

㈱
村
山
土
建
　
　
（
山
本
町
二
）

㈲
下
条
薬
局
　
　
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
・
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甲
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じ
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
じ

　
　
　
　
　
　
ム

颯
リ
∞
∞
漁

　
　
リ
、
ゾ
ー
ト
法
の
誕
生

　
リ
ゾ
　
ト
　
　
の
　
き
は
ヤ

∞∞
耀
蕪
韓
雛
鍍

∞∞
∞∞び

て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
ヰ
　
　
ヤ
ロ
　
ま
　
い
な
ど
　

∞∞
省
庁
共
同
提
案
に
ょ
る
総
合
保

∞∞

纏
備
麓
甦

翻
基
づ
く
国
の
基
本
方
針
が
発
表

∞∞さ

れ
ま
し
た
．
法
整
備
と
い
う

穫
援
の
動
き
は
、
さ
ら
に
リ
ゾ

燃
i
ト
ブ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
る

　　∞∞化

雛
彫
簸
銚

撒
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
う
ち

三
十
二
道
府
県
が
今
年
度
末
ま

で
の
承
認
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
　
構
想
の
策
定
に
着
手

　
新
潟
県
で
も
、
昨
年
十
月
に

当
市
を
含
む
十
四
市
町
村
を
特

定
地
域
と
し
て
設
定
し
、
首
都

圏
住
民
を
対
象
に
し
た
大
規
模

リ
ゾ
ー
ト
整
備
基
本
構
想
の
策

定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
地
域
が
目
ざ
し
て
い

る
国
の
構
想
承
認
と
い
う
こ
と

は
国
等
の
支
援
措
置
等
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
構
想
を

具
体
化
す
る
た
め
に
は
最
も
重
、

要
な
点
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
構
想
承
認
を
得

る
ま
で
に
は
国
に
よ
る
厳
し
い

諸
審
査
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
最
初
に
国

の
示
し
た
基
礎
調
査
資
料
の
作

成
と
そ
の
内
容
の
審
査
（
ヒ
ア

当問山頂から見た重点地区

リ
ン
グ
）
を
通
過
す
る
こ
と
が

必
要
最
少
限
の
条
件
で
す
。
こ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
過
し
て
は

じ
め
て
構
想
の
承
認
申
請
、
審

査
、
承
認
、
実
施
と
い
う
流
議

に
な
り
ま
す
。

　
　
　
つ
の
　
　
を
　
　

新
潟
県
は
、
昨
年
方
以
来
、
∞
∞

基
礎
調
査
資
料
と
基
本
構
想
の

作
成
を
同
時
進
行
の
形
で
進
め
職

て
い
ま
し
た
の

　
こ
の
作
業
過
程
で
は
、
特
に
蝋

次
の
三
点
の
課
題
克
服
が
問
題
灘

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ゆ
　
　
　
　
　
　
の
　
　
き

②
構
想
の
執
川
度
判
定
材
料
と
さ
∞
∞

　
れ
る
　
　
　
　
の
　
　
　
　

③
営
林
局
や
農
政
局
等
の
関
議

　
機
関
と
の
調
整

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、

三
月
三
十
一
日
、
よ
う
や
く
第
欄

面
目
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
な
撫

ま
し
た
。
今
後
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
．
．

は
継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
す
し
、
灘

こ
の
ほ
か
、
環
境
庁
と
の
調
整
繍

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
∞
∞

静
鑛
繕
饗
藷

。
公
共
施
設
の
整
備
。
嘉

金
の
確
保
。
税
制
、
財
政
誌

縮
鮮
．
継
熱

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
配
慮

o
国
有
林
野
の
活
用
等
　
○
必
灘

要
な
助
、
一
一
一
口
．
指
導
そ
の
他
の
援
購

助
等
。
ス
ポ
↓
．
文
化
の
購

振
興
等
に
係
る
助
言
・
指
導

9とおガ夢3昭和63年4月10目



上

卜●
2レ

●カ●ラ●ア題舌…一
〇

麗
2
0
市
中
2
番
の
実
績
献
血
功
労
者
表
彰

　
献
血
功
労
者
・
団
体
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
三
月
十
九
日
ω
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
青
柳
織
物
㈱
、
桐
屋
織
物
㈱
、

商
工
会
議
所
の
三
団
体
と
個
人
二
百
二
十
八
人
で
す
。
丸
山
市
長
、
馬
場

文
平
さ
ん
（
献
血
友
の
会
連
合
会
会
長
）
が
協
力
者
の
皆
さ
ん
の
功
績
を

大切な生命を守っています

た
た
え
ま
し
た
。
献
血
実
績
も
県
内
二

十
市
の
中
で
二
番
目
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

功
労
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
十
回

五
十
回

　
〃

　
〃

　
〃

三
十
回

二
十
回

十
　
回

高
橋
和
平
さ
ん
（
大
黒
沢
一
）

太
田
辰
夫
さ
ん
（
馬
場
一
）

春
日
勝
由
さ
ん
（
小
泉
二
）

渡
辺
　
正
さ
ん
（
春
日
町
二
）

水
落
　
實
さ
ん
（
下
条
栄
町
）

三
十
三
人
で
す
。

六
十
五
人
で
す
。

百
二
十
五
人
で
す
。

顯
お
年
寄
り
と
交
流
チ
ビ
ッ
子
公
民
館

　
三
月
二
十
六
・
七
日
と
、
公
民
館
で
一
泊
二
日
の
チ
ビ
ッ
子
公
民
館
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
シ
ミ
ワ
タ
リ
で
手
づ
く
り
の
竹
ス
キ

ー
を
」
。
二
十
六
日
午
後
の
開
校
式
後
、
高
齢
者
学
級
の
お
年
寄
り
を
先

生
に
、
さ
っ
そ
く
竹
ス
キ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
小
刀
を
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

竹スキー、みんな初めて見ます

使
う
手
つ
き
は
ハ
ラ
ハ
ラ
　
で
も
み
ん

な
楽
し
そ
う
な
顔
つ
き
で
す
。

　
翌
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
空
の
た
め
シ

ミ
ワ
タ
リ
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

一
人
ひ
と
り
で
作
っ
た
小
さ
な
竹
ベ
ラ

で
竹
が
え
し
遊
び
を
教
わ
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
四
十
人
、
お
年

寄
り
十
七
人
、
目
的
の
一
つ
で
あ
る
世

代
間
の
交
流
も
十
分
に
図
ら
れ
た
二
日

間
で
し
た
。
今
年
度
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

一1一詳
〆努惚一

鍵
、、、

　
徹

　
　
駄

，
譲

，
　
燃

糊
漫

、

y
，

ぐざrlで》V」夕μ’

、西烹ぐ、llδ9　　　残雪の神宮寺山門
1　／嚇＼ミ，》“鷲ノ

爵1囮’鶴イ　ここちよい陽気に誘われて・ひさしぶりに神
　　＼てぐ『㌧　　宮寺を訪れました。歴史を刻んだ山門、そして
　　　　しちベマ

鈴木　　蘭さん　残雪に差す光は・暖かい春のにおいを感じさせ

　（広報協力員）　ていました。遠くに見える山々にも春近しです。

拶
欝
髄
謬
厩
醒
蘇
躇
鞍
・
穀
〃

　
　
　
　
　
　
　
写
真
、

　
写
真
、
手
芸
、
焼
き
物
、
生
け
花
と
、

主
人
と
一
緒
に
毎
日
の
よ
う
に
公
民
館

に
通
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
主
人
が
急

死
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
で
す
。
そ
れ

目
に
し
た
も
の
が
色
鮮
や
か
に

嚢椿詔齢
か
ら
何
の
気
も
な
く
休
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
三
年
間
で
す
。

　
で
も
家
族
や
仲
間
の
誘
い
も
あ
り
、

ま
た
通
い
出
し
ま
し
た
。
写
真
と
書
道

で
す
。
写
真
は
主
人
が
先
に
や
っ
て
い

ま
し
た
の
で
始
め
ま
し
た
。
そ
の
せ
い

か
、
今
一
番
は
と
言
わ
れ
れ
ば
写
真
で

す
。
初
め
の
こ
ろ
は
バ
カ
チ
ョ
ン
、
今

は
一
眼
レ
フ
で
す
が
、
と
て
も
難
し
い

で
す
。
ま
だ
ま
だ
い
く
ら
で
も
勉
強
す

る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
目
に
し

た
も
の
が
色
鮮
や
か
に
残
る
．
写
真
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
便
利
屋
、

　
国
鉄
に
三
十
一
年
問
勤
め
て
い
ま
し

た
。
退
職
後
も
い
く
つ
か
仕
事
を
し
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
七
年
に
高
齢
者
事
業

団
が
で
き
た
と
同
時
に
入
会
し
た
ん
で

歓金（婆市3金7蔚

　
　
い
つ
で
も
お
声
を

す
。
何
か
働
く
お
手
伝
い
で
も
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
で
す
。

　
雪
囲
い
、
庭
木
の
せ
ん
て
い
、
屋
根

の
塗
装
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
雪

囲
い
は
家
の
間
取
り
、
庭
木
の
樹
形
を

見
て
、
そ
し
て
雪
下
ろ
し
、
雪
捨
て
を

考
え
な
が
ら
、
ど
う
囲
う
か
決
め
ま
す
。

新
し
い
や
り
方
で
囲
っ
て
、
雪
消
え
に

「
今
年
の
冬
は
助
か
っ
た
。
と
て
も
よ

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で

す
よ
。
わ
た
し
は
便
利
屋
、
い
つ
で
も

声
を
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。

ユ0



霧
6
0
キ
・
を
安
全
に
走
ろ
つ
交
通
安
全
運
転
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
六
回
交
通
安
全
運
転
コ
ン
ク
ー
ル
（
十
日
町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
・
ス
ポ

ー
ツ
主
催
）
が
四
月
三
日
㈹
に
開
か
れ
ま
し
た
。
市
役
所
ス
タ
ー
ト
ー
中

里
村
－
津
南
町
－
川
西
町
ー
市
役
所
ゴ
ー
ル
の
六
十
キ
。
（
約
四
時
間
三
十

分
）
の
コ
ー
ス
。
こ
の
間
で
、
交
通
法
規
や
お
も
し
ろ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

先行車のパトカーのスタートです

た
り
　
一
時
停
止
や
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

点
灯
な
ど
の
法
規
を
守
っ
た
正
し
い
運

転
技
術
を
競
う
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
連
れ
の
家
族
、
仲
間
同
士
、

恋
人
同
士
の
二
十
四
台
が
参
加
し
、
好

天
に
恵
ま
れ
た
中
、
安
全
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
、
交
通
遺

児
へ
の
皆
さ
ん
に
と
、
主
催
者
側
か
ら

四
市
町
村
に
合
わ
せ
て
三
万
五
千
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

13

　
十
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア

　
　
　
　
　
　
　
無
線
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
連
絡
先
“
桑
原
　
靖
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
鍵
階
7
3
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
キ
ュ
　
　
シ
　
キ
ュ
　

　
好
き
で
す
電
波
。
　
「
C
Q
・
C
Q
・

シ
ド
キ
ュ
　

C
Q
こ
ち
ら
は
J
H
φ
Y
J
X
、
入
感

局
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ン
タ
ク
ト
よ
ろ
し

く
。
ど
う
ぞ
」
国
内
は
も
と
よ
り
、
海

外
と
の
交
信
も
手
軽
に
で
き
る
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
で
す
。
現
在
、
郡
市
内
の
無

線
家
は
四
百
六
十
人
で
そ
の
一
割
が
十

日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
写
真
を
印
刷
し

て
交
信
局
に
記
念
力
ー
ド
と
し
て
送
っ

て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
に
ど
れ
だ

け
多
く
の
局
と
交
信
し
た
か
を
競
う
コ

ン
テ
ス
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
や
海
に
行
っ
て
電
波
の
飛
び
が

い
い
場
所
に
無
線
を
設
置
し
て
い
ろ
い

ろ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
る
の
が
楽
し

み
で
す
」
と
代
表
の
桑
原
さ
ん
が
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
C
Q
・
C
Q
…
…
」
缶
ビ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
な
が

片
手
に
星
空
を
眺
め
な
が
ら
の
交
信
も

最
高
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
技
術
講
習
会
や
F
O
X

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
電
波
が
出
て
い
る
場

所
を
い
か
に
探
す
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
）

を
し
て
い
ま
す
。
　
「
最
近
、
テ
レ
ビ
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
パ
ケ
ッ
ト
通

信
な
ど
の
楽
し
み
方
も
広
が
り
ま
し
た
」

と
会
員
か
ら
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
今
会
員
募
集
中
で
す
。

　　　　　　　　　よ　　　　　　　　す　　　　　　　で　　　　　　番　　　　　出　　　　の　　　人　　大　　さ　度今N。25

デ
驚
駕
’

斗将麟み・葬く　す

　
　
　
四
十
五
人
で
ス
タ
ー
ト

　
青
雄
会
は
、
昨
年
発
足
し
、
満
一
歳

を
迎
え
ま
し
た
。
上
原
新
町
は
新
し
く

生
ま
れ
た
町
内
で
す
の
で
親
ぼ
く
と
活

性
化
を
目
的
に
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
町
内
は
、
新
興
住
宅

地
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
か
ら
六
十
年

に
宅
地
造
成
さ
れ
た
所
で
す
。
四
十
八

世
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
核
家
族
で
共
働
き

の
世
帯
で
占
め
て
い
ま
す
。
　
「
自
分
た

ち
の
手
で
よ
り
住
み
よ
い
町
、
温
か
い

郷
土
を
育
て
た
い
」
と
、
会
員
四
十
五

人
は
自
宅
を
持
ち
回
り
の
会
場
と
し
て

集
ま
り
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
春
に
清
掃
、
夏
に
生

ビ
ー
ル
大
会
　
秋
は
総
会
・
懇
親
会
、

冬
は
”
青
雄
会
冬
ま
つ
り
”
と
銘
打
っ

て
花
火
を
合
図
に
集
合
し
ま
す
。
ほ
ん

や
ら
堂
を
囲
み
、
親
子
も
ち
つ
き
大
会
、

甘
酒
、
お
で
ん
、
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
、
子

ど
も
が
楽
し
み
な
宝
さ
が
し
な
ど
の
行

事
を
や
り
な
が
ら
、
幼
児
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
て
親

ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
多
彩
な
行
事
で
活
力
を

　
何
よ
り
も
住
む
人
の
助
け
合
い
の
精

神
を
優
先
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
生
活

を
求
め
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
「
若
い
町

内
を
、
若
い
力
で
！
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
で
！
」
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

的
な
行
事
を
多
彩
に
盛
り
込
み
、
明
日

の
活
力
あ
る
上
原
新
町
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
ご
婦
人
の
協
力
な
く
し
て

は
」
と
私
た
ち
青
雄
会
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
、
女
性
同
士
の
集
ま
り
の

場
を
つ
く
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ

困
難
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
全
員
で
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
も
発
育
の
段
階
で
す
の
で
多
方
面

に
わ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
い
た
だ

き
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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7　憩いの場．余暇活動を行う施設として

　で＼利用者協議会の役員をしている樋ロ

ホーム館長にお話をしていただきました。

　勤労青少年ホームは．働く青少年の　　「

ちょうど成人（20年）になりました。そこ

真弓さん（本町6－／）と宮沢定雄・勤労青少年

翻　
働
く
若
者
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
施
設

樋
口
　
青
少
年
ホ
ー
ム
に
来
て
今
年
で

二
年
に
な
り
ま
す
。
友
達
に
「
市
の
施

設
だ
か
ら
堅
い
」
と
言
っ
て
偏
見
を
持

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

宮
沢
　
ホ
ー
ム
は
昭
和
四
十
三
年
に
開

館
し
ま
し
た
。
働
く
青
少
年
が
余
暇
を

利
用
し
、
憩
い
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
活
動
な
ど
を
行
う
、

い
わ
ば
勤
労
青
少
年
の
福
祉
施
設
な
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
市
内
で
働
く
十
八

歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
人
で
し
た
ら
気

軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

樋
口
　
私
は
花
道
講
座
に
来
て
い
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
の
仕
事
の
内
容
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
。

宮
沢
　
個
人
も
利
用
で
き
ま
す
し
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
た
め
の
場
と
し
て
使
っ
て

い
た
だ
き
、
必
要
に
よ
り
助
言
や
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
養
講
座
（
花
道
、
茶
道
、

料
理
、
き
も
の
着
付
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
テ
ニ
ス
）
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
仕
事
で
す
。

聾
活
発
な
活
魂
の
特
色

樋
ロ
　
十
日
町
市
の
ホ
ー
ム
は
県
内
で

も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
。宮

沢
　
県
内
に
二
十
一
カ
所
あ
り
、
中

で
も
五
番
目
に
設
け
ら
れ
た
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
ま
す
。
特
色
は
何
と
言
っ
て

も
「
雪
ま
つ
り
の
交
流
会
」
と
、
花
道

講
座
の
皆
さ
ん
が
十
数
年
来
、
欠
か
さ

ず
「
老
人
ホ
ー
ム
」
を
慰
問
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
春
は
花
見
、

ボ
ー
リ
ン
グ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
夏
は

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
海
水
浴
な
ど
で
す
。

ま
た
今
年
九
月
、
中
越
A
地
区
ス
ポ
ー

ッ
交
流
会
の
当
番
で
す
の
で
大
い
に
盛

り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

樋口真弓さん

樋
口
　
そ
れ
に
私
は
ま
だ
日
が
浅
い
の

で
役
員
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
や
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
ホ
ー

ム
の
利
用
者
協
議
会
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
が
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
ね
。

宮沢定雄館長

宮
沢
　
そ
う
で
す
ね
。
立
派
な
社
会
人

と
し
て
役
立
つ
た
め
に
ホ
ー
ム
で
学
ん

だ
自
信
や
勇
気
、
若
さ
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
人
ば
か
り
で
す
。
講
座

の
中
で
し
っ
か
り
と
．
女
ら
し
さ
”
や

”
男
ら
し
さ
”
を
身
に
つ
け
て
い
る
人

が
い
て
と
て
も
好
感
が
も
て
ま
す
。

翻　
開
館
以
来
、

　
　
　
　
約
2
3
万
人
が
利
用

樋
ロ
　
ホ
ー
ム
の
利
用
状
況
は
、
ど
ん

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
沢
　
年
間
、
約
九
千
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
に

伴
い
日
常
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、

若
者
の
二
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
若
者
の
流
出
を
中
心
と
し
た

人
口
減
の
影
響
に
よ
り
、
年
々
利
用
者

も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
に
は
ホ

ー
ム
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す

の
で
ど
ん
ど
ん
P
R
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

眠　
喜
び
や
楽
し
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ア
シ
ス

樋
ロ
’
私
は
安
い
材
料
費
、
で
好
き
な
花

道
を
学
べ
て
と
て
も
魅
力
的
で
す
。
仲

間
が
で
き
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

宮
沢
　
一
流
の
講
師
、
き
め
細
か
な
教

養
講
座
は
大
変
好
評
で
す
。
　
「
み
ん
な

と
集
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
本

能
的
な
欲
求
を
持
つ
の
が
人
間
だ
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
の
ふ
れ
あ
い
と
共
感

の
中
に
、
楽
し
み
や
喜
び
を
見
つ
け
出

す
心
が
ま
え
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

樋
口
　
最
近
、
家
に
こ
も
っ
て
ビ
デ
オ

な
ど
見
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す

け
れ
ど
、
若
い
う
ち
に
回
り
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
ね
。
そ
の
結
果
ど
ん
な
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
か
。

宮
沢
　
調
査
し
た
人
は
約
八
十
人
で
す
。

「
利
用
目
的
」
は
、
女
性
の
五
〇
％
が

特
技
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
教
材
費
が

安
い
で
占
め
て
い
ま
す
。
男
性
の
五
五

％
は
友
達
を
つ
く
る
こ
と
、
余
暇
を
有

効
に
使
う
で
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
樋
口
さ
ん
を
は
じ
め
利

用
者
の
大
部
分
か
ら
目
的
が
か
な
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
士
暑
ん
で
い

ま
す
。畷　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
併
　
　
設

樋
ロ
　
施
設
の
点
で
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
軽
運
動
場
を
広
く
、
使
い
や
す
く
、

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ス
を
新
設
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

宮
沢
　
若
い
人
が
熱
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
か
ら
施
設
の
充
実
や
整
備
は
一
つ

の
課
題
で
す
。
財
政
事
情
も
あ
り
ま
す

の
で
相
談
し
て
で
き
る
だ
け
配
慮
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

樋
口
　
最
後
に
館
長
さ
ん
の
感
じ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

宮
沢
　
き
ょ
う
は
、
少
年
育
成
セ
ン
タ

ー
が
ホ
ー
ム
の
中
に
あ
る
こ
と
や
そ
の

内
容
に
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
人

の
相
談
員
が
青
少
年
問
題
の
悩
み
や
困

り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
若
者
た
ち

は
、
み
ん
な
礼
儀
正
し
く
気
持
ち
が
よ

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
あ
す
の
勤
労
意

欲
を
高
め
、
希
望
と
い
う
芽
を
持
た
せ

る
場
づ
く
り
に
職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。
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　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●灘　驚繋　　　　　　　●　1
　　　　　　　●　　　　　　　●
　　　　　　　3
星野験鰍．欄．

　　　　　　　：　道行・弘子さん長女　　．
　　（新座4）　　　　3　』『．

　　　　　　　　みさき　　　　　　　　　 ●

　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●
　　　　　　　3
　　　　　　　．　言いざ
　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　・作方すりヨ
　　　　　　　3りもoで1

　わたしが4月／日＼妹の未早ちゃんが12月4日＼

お田さんが7月／日と、3人が／日生まれ。皿液も　・

同じO型なんだって。お父さんはさみしがってるの。　．

／日は誕生日と保育園の入園式だったの。とても楽　・

しかったよ。黄色のカバンで元気に通っているの。

　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・．．．．．．．．．．．．．．　・方一r焼ザ

　　　　　　　　　　　　　　　　3〉度ギきの

醇律蛎嫌新座保育園鍵濡
　　　　　　　　　⑩　　　　　 3菜みはザと
　　　　　　　　　　　　　　　　．　’てどとも

　
＼
も

盈
》
、

鞭懸鍵灘

　　蓬

顯冷が
材料（4人分）

●ギョーザ…8コ●白菜＼ニンジン＼

エノキダケ＼モヤシ，ワカメ…あわ

せて400g●三ツ葉

〈スープ〉●水…7カップ●しょう

ゆ…大さじ／去●塩…小さじ吉●に

ぽし●月桂樹の葉●かたくり粉

鱒
灘
鍵
慧
ー
嚢
叢
ー
灘
、
罫
甥
舞
膿
族
彗
緬
倣

　
臨
、
蹴
　
・
　
猷
働
　
り
に
す
る
．
モ
ヤ
シ
は
切
ら
な
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
51
0
9
　
　
　
②
カ
ッ
プ
7
杯
の
水
を
入
れ
た
な
べ

劇
繍
幟
鞠
陣
晶
鞘
建
帽
鞭
蝶
．
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
関
費
　
　
を
取
る
。
に
ぼ
し
、
月
桂
樹
の
葉
は
取

　
　
　
・
　
，
　
　
　
湯
（
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
だ
す

　
年
寄
り
、
わ
た
し
た
ち
、
若
手
の
三
　
　
③
だ
し
を
取
っ
た
ら
、
①
の
野
菜
類

世
代
夫
婦
と
孫
二
人
、
あ
わ
せ
て
八
人
　
　
を
一
緒
に
な
べ
に
入
れ
煮
る
。
野
菜
類

の
大
家
族
で
す
の
で
大
き
な
な
べ
で
作
　
　
に
熱
が
と
お
っ
た
ら
、
し
ょ
う
ゆ
、
塩

り
ま
す
。
ギ
ョ
ー
ザ
も
野
菜
も
や
わ
ら
　
　
を
加
え
て
味
を
と
と
の
え
る
。

か
く
、
二
歳
の
孫
も
喜
ん
で
食
べ
て
い
　
　
　
④
ギ
ョ
ー
ザ
を
な
べ
に
入
れ
る
。
ギ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
ザ
の
中
身
に
ま
で
熱
が
と
お
っ
た

　
ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
が
何
と
も
い
え
ぬ
舌
　
　
ら
、
か
た
く
り
粉
（
水
で
溶
い
て
お
く
）

ざ
わ
り
で
焼
き
ギ
ョ
ー
ザ
と
は
一
味
違
　
　
を
入
れ
て
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

い
ま
す
。
　
「
ギ
ョ
ー
ザ
は
ど
う
も
」
と
　
　
　
⑤
器
に
も
り
、
彩
り
に
三
ツ
葉
を
ち

言
う
方
も
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
ら
す
。

　
〈
作
り
方
〉
　
①
白
菜
、
エ
ノ
キ
ダ

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

〃
詫
孔
…
保
灘
藍
　
鍵
梅
礎
艇

撚
入
じ
㈹
　
．
藁
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
、

心
謝
凹
髄
色
鍍
誓
鞍
騨
鄭
鴛
難
ち

甲
●
●
●
●

ン
い
h

ト
か
僻

。
を
T

き
鉄
楠

好
下
／

大
地
□

が
と

の
車
」

も
と
一

り
ル
、

乗
ネ
』

花
が
い

ん
で
い

鑓

んやち
）

純
歳

　
⑯

本山

⑱収穫祭を楽しみに、一生

懸命に稲を刈りました。　，

ωどろんこになりなが

らの田植えでした。

」
　
5
　
　
3

よ
日
校
祉

ス
　
浄
叔

　
伽
葛
　
　
　

i

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
り

　
J
　
　
　
J
　
　
ま

串
晶
勤
労
学
習

　
例
年
、
五
年
生
は
勤
労
学
習
の
一
環

と
し
て
稲
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

体
験
が
な
く
、
め
ず
ら
し
さ
と
技
術
の

難
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

晶
イ
タ
ッ
！
で
も
楽
し
い
な

　
家
庭
科
授
業
の
風
景
で
す
。
針
と
布

を
、
不
安
気
の
中
に
も
真
剣
に
は
こ
ぼ

う
と
す
る
手
。
将
来
が
楽
し
み
？

灘
、
　
・
撞
，
騰
、
に

難鯉縫

鍔
．
熱
讐

認
鰻
．
藤
鱒
難
，
蔽
鰭

　
　
　
　
　
　
購
繊
　
　
科
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
　
庭
事

　
　
　
　
　
．
纈
琶
驚

　
　
　
　
　
麗
嚢
匿
駝

　
　
　
　
　
　
　
　
晶
全
校
合
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
祭
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
楽
発
表
会
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
、
参
観
父

　
　
　
　
　
　
　
　
兄
が
一
緒
に
体

　
　
　
　
　
　
　
　
育
館
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
の
千
人
コ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
。
　
「
や
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
」
と
、
満
足

　
　
　
　
　
　
　
　
感
を
味
わ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
と
き
で
す
。

晶
さ
よ
う
な
ら

　
　
　
六
年
生

　
児
童
会
主
催

の
「
六
年
生
を

送
る
会
」
。
て

れ
く
さ
そ
う
な

卒
業
生
。
　
「
あ

　
ぐ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

り
カ
と
う
」
と

感
謝
の
気
持
ち

で
劇
や
合
奏
を

し
ま
し
た
。
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L止」LL、＿

畿

審
獅

雛
　
6

＊

ツ
反
検
査
・
B
C
G
接
種

　
　
お
母
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い

■
該
当
す
る
子
ど
も

　
①
昭
和
6
2
年
に
生
ま
れ
た
子

全
員
。
②
4
歳
未
満
で
昨
年
の

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰

性
、
疑
陽
性
の
子
。
た
だ
し
効

果
判
定
を
受
け
た
子
（
ツ
反
検

査
を
2
回
受
け
た
子
）
を
除
く
。

③
4
歳
未
満
で
昨
年
の
再
ツ
反

検
査
（
母
子
健
康
手
帳
の
予
防

接
種
欄
に
㊥
と
記
入
さ
れ
た
子
）

が
陰
性
、
疑
陽
性
の
子
。
④
4

歳
未
満
で
今
ま
で
に
ツ
反
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
子
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

　
①
前
回
の
ッ
反
検
査
が
陽
性

だ
っ
た
子
。
②
体
に
広
く
、
湿

し
ん
の
あ
る
子
。
③
発
熱
し
て

い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の

あ
る
子
。

■
注
意
す
る
こ
と

　
①
会
場
で
接
種
券
（
ツ
反
検

査
の
と
き
）
兼
問
診
票
（
B
C

G
接
種
の
と
き
）
の
記
入
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
の
健
康

響

状
態
を
良
く
知
っ
て
い
て
、
記

入
で
き
る
人
が
連
れ
て
来
て
く

だ
さ
い
。
都
合
の
つ
か
な
い
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
接
種
券
兼

問
診
票
を
保
健
衛
生
課
に
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。
②
ツ
反
検

査
・
B
C
G
接
種
後
、
も
ん
だ

り
、
こ
す
っ
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
当
日
の
夜
は
入
浴
も

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
③
当

日
は
、
朝
と
昼
の
体
温
を
測
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

　
①
母
子
健
康
手
帳
　
②
印
鑑

（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診
票
を
持

参
す
る
と
き
は
除
く
）
③
市
内

に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と

き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
町
村
か
ら
『
予
防
接
種
実
施

依
頼
書
』
を
も
ら
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
齪
・
鵬
）

へ
。

就
学
援
助
制
度

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
、

小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の
が

困
難
な
児
童
、
生
徒
（
生
活
保

護
世
帯
、
保
護
世
帯
に
準
ず
る

程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）

に
対
し
て
、
就
学
援
助
費
（
左

表
の
と
お
り
）
を
支
給
し
て
い

叢
役
癒
ぽ

こ
利
爾
く
だ
さ
い

ま
す
。

　
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
の

方
は
学
校
、
地
区
の
民
生
委
員

ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
盈
内
線
謝
）
へ
。

就学援助費（予定額）

学用品・通学用品費・校外活動費

1年9，790円
2～6年11，610円

1　年19，220円
2・3年21，040円

小学校

中学校

新入学用品費

　小学校1年　　　　　16，500円

　中学校1年　　　　　19，000円
体育実技用具費（スキー用具）

　小学校1・4年　　21，100円
　中学校1年　　　　　30，100円
修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行）

　小学校5・6年　　　実　　費
　中学校3年　　　　　実　　費
夏季訓練参加費

　中学校対象学年　　　交通費
その他　給食費、学校病による医

　療費の実費を支給します。

ツ
ベ
ル
タ
リ
ン

反
応
検
査

判
定
・
B
C
G

受
　
付
　
時
　
間

接
種
会
場

対
象
地
区

月
　
　
　
　
日

月
　
　
　
　
　
日

六
箇
小
学
校
区

4
月
2
6
日

㈹

4
月
2
8
日

㈲

午
後
2
時
－
2
時
1
0
分

六
箇
小
学
校

野
中
　
〃

〃
　
2
時
4
0
分
－
2
時
5
0
分

野
中
　
〃

東
　
　
〃

”
　
1
時
4
5
分
－
2
時
1
5
分

東
　
　
〃

そ
の
ほ
か
の
地
区
は
5
月
1
0
日
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
報
4

月
2
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
成
人
式
は

　
今
年
の
成
人
式
の
対
象
者
は

昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
4
3
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
で
す
。

ま
だ
案
内
の
届
い
て
い
な
い
人

が
お
り
ま
し
た
ら
公
民
館
（
盈

57

1
5
0
1
1
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
市
内
出
身
で
、
現
在
、
十
日

町
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
人
は
対
象
者
名
簿
に
載
っ
て

い
ま
せ
ん
。
郷
里
で
の
成
人
式

を
希
望
す
る
人
は
公
民
館
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
5
月
8
日
㈹
午
前
1
0

5
月
8
日
日

　
　
　
時
～
n
時
3
0
分

　
　
■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

　
　
■
内
容

　
　
　
▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
▽
市
長
の
こ
と
ば

　
　
　
▽
「
2
0
歳
の
記
録
」
朗
読

　
　
　
▽
記
念
講
演
　
講
師
ー
桜
井

　
　
　
良
子
さ
ん
（
日
本
テ
レ
ビ
系

　
　
　
　
「
今
日
の
出
来
事
」
の
キ
ャ

　
　
　
ス
タ
ー
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
国
際
報

　
　
　
道
の
舞
台
で
活
躍
中
）
演
題

　
　
　
”
国
際
化
時
代
の
日
本
、
大

　
　
　
き
く
は
ば
た
け
！
若
い
力

懸
雛
ー
3
態
灘
羅
欝
雛

本町6－3
4　：10～4　：40

子供広場

下条本町
3：30～4：10

下条小学校

本町7
4：10～4：40

高架下駐車場

・　　ス

住吉町
3：30～4：00

住吉公園

川治中町
3：20～3：50

川治保育所

水　　口
3：00～3：20

下組分館

中　　町
3：30～4：00

中条駐在所

　コ

寿　　町
2：50～3：20

寿北公園

谷内丑
2：40～3：10

市営住宅

上新田
2：20～2：50

上新田分館

下　　町
2：35～3：20

中条小学校

城之古
3：50～4：20

城之古分館

昼　　間

稲荷町
2：10～2：40

東部運輸跡

北新田
2：00～2：30

だいせ食堂

中央通り

1：40～2：10

　山口医院

四日町
1：55～2：25

二瓶砂利倉庫

　
の

麦
3
校

　
3
岸

　
卜
剛

田
ゆ
六

　
3

大黒沢
4：00～4：30

大黒沢団地

山　谷
4：00～4：30

吉田小学校

旭ケ丘
3：30～4：10

公　園

土市5
3：20～3：50

三恵堂前

名ケ山
3：10～3：40

名ケ山小学校

　枯木又
　2：20～3：00

　枯木又分校

　幸　　町
　2：40～3：10

老人ホーム妻有荘

　　　鉢

　2：20～2：50

　真田小学校

山新田
1：30～2：00

飛二小学校

珠　 川

1：50～2：20

　珠田分校

高　島
1：30～2：00

涌井コンタリート

上川町
1：30～2：00

第四銀行寮

池之平
1：15～1：45

八箇小学校

漉　　野
1：00～1：30

東下組小学校

四日町新田

1　：00～1：45

　東小学校

高　　山
2：10～2：40

　高山農協

新　　水
12：50～1：15

飛一小学校

馬　　場
1：00～1：30

馬場小学校

南鐙坂
2：50～1：20

鐙島小学校

巡回日

第1・3
　（火）

コース

十日町

第1・3
　（月1

第2・4
　（火）

～ム
！口川

条下

第2・4
　　㈱

条中

第熱3
　㈱

箇一』
ノ￥

第2・4

　㈹

第1・3

　働

第2・4

　働

渡飛

沢水

田吉

4月15日（第3金）発車

自動車文庫こだま号が

あなたに本を運びます

スコ

南新田町
7：10～7150

市営住宅

美雪町
7：10～7：50

美雪公園

　
o
o
口

町
実
入

本
卜
轍

西
珍
小

　
6
西

春日町
6：20～7：00

春日公園

夜間
城之古
5：30～6110

自動車学校前

泉　町
5：30～6110

池田組車庫

第1・3

　㈱

第2・4

　㈱
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き
も
の
の
里
庵

　
　
き
も
の
で
歩
こ
う

　
女
性
の
皆
さ
ん
へ
の
催
し
で

す
。
今
年
も
「
き
も
の
ま
つ
り
」

に
合
わ
せ
て
計
画
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヤ

■
と
き
　
5
月
7
日
土
　
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（

㈲
の
2
日
間
。
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
m
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。
来
た
順
番
に

着
付
け
を
し
ま
す
。

■
定
員
　
両
日
と
も
先
着
5
0
人

（
女
性
の
み
▼
振
り
そ
で
3
0
人
、

▼
付
下
げ
1
0
人
▼
紬
1
0
人
）

■
参
加
費
　
3
千
円
（
昼
食
、

お
み
や
げ
、
記
念
写
真
つ
き
）

■
申
し
込
み
　
5
月
2
日
㈹
ま

で
に
希
望
す
る
き
も
の
の
種
類

を
記
入
し
て
市
観
光
協
会
（
ク

ロ
ス
ー
0
内
盈
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

精
神
衛
生
相
談

　
▼
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ

な
い
▼
仕
事
を
し
な
く
な
り
、

人
に
会
う
の
を
い
や
が
る
▼
他

人
の
こ
と
や
、
さ
細
も
な
い
こ

と
が
気
に
な
る
▼
学
校
に
行
か

な
い
▼
乱
暴
を
ふ
る
う
ー
こ

ん
な
悩
み
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
代
理

の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。■

と
き
　
4
月
2
6
日
㈹
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
」

■
担
当
医
　
江
口
医
長
（
中
条

病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
奮
5
7
－
2
4
0
0
）
か
保
健

衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線

鵬
・
m
）
へ
。

身
障
者
研
修
旅
行

　
十
日
町
青
年
会
議
所
・
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

第
1
9
回
重
度
（
1
・
2
級
）
身

体
障
害
者
研
修
旅
行
が
行
わ
れ

ま
す
。
自
然
の
中
で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
5
月
2
2
日
㈲

■
と
こ
ろ
　
湯
沢
高
原
「
ア
ル

プ
の
里
」

■
申
し
込
み
　
4
月
⑳
日
㈲
ま

で
に
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

（
盈
内
線
鵬
）
へ
。

警
察
官
募
集

　
新
潟
県
男
子
警
察
官
（
大
学

卒
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
日
　
8
月
1
日

■
応
募
期
限
　
5
月
2
日
㈲
ま

で■
受
験
資
格
　
昭
和
3
5
年
8
月

葵通禦奎毒諦灘ベー鍵

ノ

3月中の交通事故発生状況（）累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 7（15） 9（20） 0（0）

62年 6（15） 7（16） 0（1）

川西町
津南町
中里村

63年 2（9） 2（13） 0（0）

62年 7（11） 10（16） O（O）

計
63年 9（24） 11（33） O（O）

62年 13（26） 17（32） O（1）

2事依　　　　ぽんやり運転で追突！
　雑最近、市内の主要市道で、ぼ

んやり運転の車が停止中の車に追突し、

1人が重傷、2人が軽傷を追う事故が起

きました一長かった冬から開放され、

ついうっかりといった事故がこれからも

予想されます。心をひきしめ安全運転を

しましょう。

2
日
か
ら
4
1
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
で
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
。■

試
験
の
日
時
・
場
所
　
　
〈
第

1
次
試
験
〉
5
月
1
5
日
㈹
、
新

潟
県
庁
　
　
〈
第
2
次
試
験
〉
6

月
中
旬
、
新
潟
市

■
申
し
込
み
　
十
日
町
警
察
署

（
盈
5
2
－
3
1
7
1
）
か
最
寄

り
の
駐
在
所
、
派
出
所
へ
。
受

験
申
込
用
紙
も
あ
り
ま
す
。

屋
外
体
育
施
設
開
場

　
4
月
2
4
日
㈲
か
ら
屋
外
体
育

施
設
が
使
用
で
き
ま
す
。
使
用

手
続
き
は
体
育
課
（
総
合
体
育

館
内
盈
5
2
1
4
3
7
7
）
へ
。

0
の
体
育
施
設
無
料
開

放
日
は
　
　
　
　
で
す
。

　
総
合
体
育
館
と
市
民
体
育
館

を
開
放
し
ま
す
。

電
脚

停
胴

業
臆

　
　
日

作
魁

◆4月28日㈱午前9時～11時30分／野中、

当間、鍬柄沢、塩ノ又の全部午後1時30

分～4時／ニッ屋の全部

　　第12回きものまつり協贅
　　　　　　　　　　　　　　『きもので

　　　　　　　　　　　　　　クラッシック！7』

　　　　　　　　　　　　　　（きものでなくても、かまいません）

　　　　　　　　　　　　　　と　き　5月7日（土）

　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①14：30～16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②18：00～19：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　※開場は開演30分前

室内楽コンサート　　ところ市民会館ホール

　　　　　　　　　　　　　　演奏者　特男咄演清水和音氏ほか

小・中学生1，000円（当日1，500円）　　　　　　　　　（ピァノ）

一　般3，000円（〃3，500円）

曇主言騨亮黄畿婁菊にて前売券発売中”，

　山　　　　　　　　　口　　　、　　きものまつり実行委員会（57－3345）
主催・十日町市教育委貝会　王管　織物組合青年部会（57＿9111）

　　　　　　　　　ミテイーラ属俗画展

　　　　　　　　　と　き／4月16日（土）～25日（月）

　　　　　　　　　　　　　　午前10時～午後6時

　　　　　　　　　ところ／ミティーラ美術館

　　　　　　　　　　　　　　　　＆大池市民施設

　　　　　　　　　入場料／大人　1，000円

　　　　　　　　　　　　　大学生　500円

　　　　　　　　　　　　　小・中・高校生　300円

　4月から半年間にわたって全国各地で開かれる「イ

ンド祭」の公式催事のひとつとして、ミティーラ民俗

画展は十日町会場をスタート地として全国6会場で開

　　　　　　　ロかれます。インド・ミティーラ地方に3，000年の歴史を

経て母から娘へと伝えられてきた民俗画です。期間中、

会場では2人の現地女性が描く壁画製作を見ることが

できます。

ユ5と7お．ガ夢3昭和63年4月10目



辻
⊥

努
⑬

　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
嘔

　市史編さん室

さすらいの俳人桃路子の句碑

　
天
明
年
代
前
後
、
蕪
村
、
樗
良
等
が

活
躍
し
た
時
代
を
俳
譜
中
興
期
と
い
う
。

各
地
に
芭
蕉
風
へ
の
復
古
が
起
こ
り
、

そ
れ
を
基
調
と
し
て
の
新
風
も
盛
ん
だ

っ
た
。
当
時
、
十
日
町
を
中
心
に
し
た

妻
有
各
地
に
も
幾
多
の
俳
譜
結
社
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
桃
路
、
山
之
、

菊
仙
、
素
睦
ら
が
現
れ
、
俳
譜
文
芸
の

普
及
は
著
し
い
。
中
に
あ
っ
て
十
日
町

正
風
会
の
巨
匠
・
桃
路
、
山
之
の
活
躍

が
目
を
ひ
く
。

　
桃
路
は
当
時
の
十
日
町
六
軒
問
屋
の

う
ち
松
村
屋
の
あ
る
じ
で
、
名
を
五
良

右
衛
門
、
不
言
亭
・
可
楽
庵
と
号
し
た
。

彼
は
自
室
に
蕉
翁
の
行
脚
像
を
置
き
、

朝
夕
の
献
茶
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
そ
の
遺
風
を
慕
い
、

旅
を
生
涯
の
友
と
し
た
風
士
で
あ
っ
た
。

　
桃
路
の
句
碑
は
来
迎
寺
の
山
門
を
入

っ
た
左
手
に
あ
る
。

　
寛
政
四
年
六
月
十
二
日
と
建
立
月
日

が
刻
ま
れ
た
碑
の
裏
面
に
は
、
桃
路
が

　
　
　
よ

旅
先
で
詠
ん
だ
次
の
五
句
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
富
士
山
上
ロ
い
た
ら
て

　
不
二
高
し
人
浬
み
、
高
し
叙
の
風

　
　
　
人
峰
山
上
の
折
か
ら

　
栗
ば
か
5
笑
ふ
て
見
ゼ
ろ
山
路
哉

　
　
　
立
山
に
て

　
眼
の
前
ロ
地
獄
を
見
六
、
5
夏
の
虫

　
　
　
更
科
じ
浬
い
も
て

　
姥
捨
の
ぶ
う
に
し
事
を
け
ぶ
の
月

　
　
長
崎
ロ
て

　
唐
音
も
マ
亡
し
交
ろ
か
時
鳥

　
最
初
の
句
は
桃
路
の
遺
作
『
俳
譜
伊

勢
物
語
』
に
見
ら
れ
、
三
句
目
の
「
眼

の
前
に
…
…
」
の
句
（
左
の
写
真
）
は

彼
が
風
友
”
山
之
”
と
二
人
で
安
永
二

年
の
夏
、
立
山
へ
避
暑
行
を
し
た
際
に

地
獄
谷
を
巡
っ
て
吟
じ
た
も
の
で
、
遺

稿
『
星
の
や
ど
り
』
の
中
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

　
残
る
三
句
の
出
目
は
探
り
得
な
い
が
、

桃
路
が
伊
勢
へ
の
旅
立
ち
を
前
に
風
友

”
居
楽
”
が
贈
っ
た
一
句
、
　
「
夏
草
を

分
よ
翁
の
杖
の
跡
」
は
見
事
に
桃
路
の

心
を
と
ら
え
て
い
て
味
わ
い
深
い
。

「眼の前に……」

一40一

日
中
友
好
祭
で

　
し
ゃ
ん
は
い

　
上
海
へ
飛
ん
だ
バ
レ
リ
ー
ナ

　
　
　
　
馬
場
美
由
紀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
本
町
一
下
・
1
5
歳
）

　
「
上
海
公
園
な
ど
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
舞
踊
団
の
体
の
柔
ら

か
さ
、
美
し
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

見
る
も
の
す
べ
て
に
新
鮮
さ
が
あ
り
、

驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
。

　
日
中
友
好
祭
「
上
海
上
演
訪
中
団
」

の
一
員
と
し
て
三
月
二
十
六
日
、
国
際

交
流
の
役
割
り
を
立
派
に
果
し
て
き
た

ひ
と
り
で
す
。

　
一
行
は
県
内
各
地
に
広
く
教
室
を
も

か
む
ろ
さ
　
が
　
こ

つ
禿
嵯
峨
子
団
長
を
は
じ
め
百
干
人
．

十
日
町
か
ら
四
人
が
参
加
し
、
滝
沢
寿

々
子
ち
ゃ
ん
（
東
小
四
年
）
に
次
ぐ
最

年
少
で
も
あ
り
ま
す
。

奎癬

隷講騰漁罐灘撒

畠
。

　
小
学
一
年
か
ら
バ
レ
エ
を
始
め
、
今
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
に
部
活
や
学
校
行
事
に
も
参
加
で
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
　
「
上
海
演
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

劇
学
院
実
験
劇
院
の
公
演
と
演
劇
学
院
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

の
レ
ッ
ス
ン
風
景
は
、
大
変
勉
強
に
な
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
し
た
。
よ
い
思
い
出
に
な
る
と
思
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
」
と
、
バ
レ
エ
や
音
楽
を
肌
身
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

で
感
じ
た
熱
い
視
線
が
。
　
　
　
　
　
　
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠

　
練
習
の
ほ
と
ん
ど
は
長
岡
ヘ
バ
ス
で
・

通
い
、
バ
レ
リ
ー
ナ
の
一
日
は
夜
遅
く
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
続
き
ま
す
。
　
「
も
う
一
度
、
機
会
繍

が
あ
れ
ば
バ
レ
エ
を
通
し
て
日
中
交
流
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

の
た
め
に
飛
び
た
い
で
す
」
と
、
さ
ら
騨

に
磨
き
を
か
け
る
美
由
紀
さ
ん
で
す
。
　
轍

●話題やご意見……
何でもお寄せください

総務課文書広報係
費57－3111内線213・214

　
市
役
所
の
仕
事
は
四
月
が
ス
タ
ー
ト
。

春
の
陽
気
の
せ
い
も
多
分
に
あ
り
ま
す

が
、
何
と
な
く
心
が
は
ず
み
、
市
報
と

お
か
ま
ち
も
若
干
で
す
が
模
様
替
え
を

し
ま
し
た
。
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

バ
、
の
「
リ
ゾ
ー
ト
で
創
ろ
う
2
1
世
紀
の

ま
ち
」
、
十
〆
，
の
「
若
い
も
ん
に
は
負

け
ん
ぞ
！
」
を
始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
リ
ゾ
ー
ト
を
考
え
、
そ
し
て

進
め
た
い
、
多
く
の
頑
張
っ
て
い
る
お

年
寄
り
を
紹
介
し
た
い
と
、
思
っ
た
か

ら
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
今
年
度
も
で
き
る
だ
け
多
く
の

皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
電
話
等
で
お
願
い
し
、

「
ハ
ィ
」
と
受
け
て
い
た
だ
い
た
と
き

は
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

齢糖妙自然
　オツネントンボ⑬

舳
囎
，

、
ね
で

は
つ
味

前
お
意

名
τ
り

う
年

い
越
呂

と
　
　

ボ
す
荊

D
替
D

ン
冬

ネ
で
樹

ツ
虫
す

オ
成
　
一

　
「
　
ん

す。トンボのなかでは変わりもの

の代表です。ちょうど大きさはツ

マヨウジぐらいで枯れ草色です。

枯れ草そのものの変装ぶりは忍者

を思わせます。

　雪消えのころ、天気のよい日に

山野の日だま『）を散歩すると、枯

れ草の茂みを住み家にしているオ

ツネントンボを見つけることがで

きます。また春先には、よく家の

中へも迷いこんできます。

市の花山

ヱ6




